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椹野川河口干潟は，かつて二枚貝を中心とした豊かな

漁場であったが，近年では漁獲量の低下などが問題とな

っている． 

そのような中，この椹野川河口干潟では，かつての資

源豊かな干潟を取り戻すため，自然再生推進法の枠組み

を活用し，流域を共有する産学民公の様々な団体等によ

り「椹野川河口域・干潟自然再生協議会」（以下，「協議

会」という．）が平成 16年 8月に発足した．協議会では，

アサリの復活を象徴として，人力による干潟耕耘，被覆

網の設置，竹筒を用いたアサリ育成の環境学習等，様々

な里海再生活動を実施している． 

耕耘には，適度な流れや渦流の形成，地盤の軟化，下

層の栄養分の溶出等の効果があると言われており，硬質

化・無機化した干潟を改善すると考えられているが，そ

の効果の検証は十分とは言えない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センターは，協議会の構成メンバーとして，H17 年

より効果的な耕耘方法や耕耘効果の検証を実施してきた．

そこで，これまでに得られたデータから，耕耘効果につ

いて整理を行い，次の知見を得た． 

（１） 干潟耕耘には，稚貝の着底促進，泥温上昇抑制 

及び地盤の軟化効果があることが示唆された． 

（２） 有機物増加については確認されず，底質の酸化 

還元電位の低下抑制については効果が示唆された 

が，一時的なものであった． 
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